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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   7/295    (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  11/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ   7/08    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   7/34    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｂ  11/20    　　　　
   Ｈ０１Ｂ  13/00    ５２５Ｂ
   Ｈ０１Ｂ  13/00    ５２５Ｄ
   Ｈ０１Ｂ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  71/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月10日(2008.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
並列隣接状態で配列された２以上の被覆線を含むと共に、隣接する被覆線間に１以上の実
質的な界面接触領域を設けてなる多心ケーブルアセンブリであって、
　被覆線の１以上が心線及び熱可塑性樹脂組成物からなる被覆を含み、
　熱可塑性樹脂組成物が、
（ｉ）ポリ（アリーレンエーテル）、
（ｉｉ）ポリオレフィン、及び
（ｉｉｉ）ポリマー相溶化剤
を含み、
　被覆が心線をおおって配設されており、
　各被覆線が隣接する被覆線に少なくとも部分的に接合されている、多心ケーブルアセン
ブリ。
【請求項２】
当該多心ケーブルアセンブリが３以上の被覆線を含むリボンケーブルである、請求項１記
載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項３】
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ポリオレフィンが、ポリプロピレン、高密度ポリエチレン、及びポリプロピレンと高密度
ポリエチレンの組合せからなる群から選択される、請求項１記載の多心ケーブルアセンブ
リ。
【請求項４】
ポリマー相溶化剤が、制御分布コポリマーであるブロックを有するブロックコポリマーか
らなる、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項５】
ポリマー相溶化剤が、第一のブロックコポリマーの総重量を基準にして５０重量％以上の
アリールアルキレン含有量を有する第一のブロックコポリマー、及び第二のコポリマーの
総重量を基準にして５０重量％以下のアリールアルキレン含有量を有する第二のブロック
コポリマーからなる、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項６】
ポリマー相溶化剤がジブロックコポリマー及びトリブロックコポリマーからなる、請求項
１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項７】
ポリマー相溶化剤がポリプロピレン－ポリスチレングラフトコポリマーからなる、請求項
１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項８】
熱可塑性樹脂組成物がさらに難燃剤を含む、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項９】
熱可塑性樹脂組成物が、ポリオレフィン及びポリ（アリーレンエーテル）の合計重量を基
準にしてポリ（アリーレンエーテル）の重量基準の量より少ない重量基準の量でポリオレ
フィンを含む、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項１０】
１以上の被覆線が同軸ケーブルである、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項１１】
２以上の被覆線が相異なる色を有する、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項１２】
１以上の心線が１種以上の導線、１種以上の導電性箔、１種以上の導電性インキ、又はこ
れらの組合せからなる、請求項１記載の多心ケーブルアセンブリ。
【請求項１３】
２以上の被覆線を並列隣接状態で配列して、隣接する被覆線間に１以上の実質的な界面接
触領域を設ける段階と、
　熱接合、超音波溶接、溶剤接合、レーザー溶接、接着剤結合及び振動溶接の１以上を用
いて２以上の被覆線を少なくとも部分的に接合する段階と
を含んでなる多心ケーブルアセンブリの製造方法であって、
　被覆線の１以上が心線及び熱可塑性樹脂組成物からなる被覆を含み、
　熱可塑性樹脂組成物が、
（ｉ）ポリ（アリーレンエーテル）、
（ｉｉ）ポリオレフィン、及び
（ｉｉｉ）ポリマー相溶化剤
を含み、
　被覆が心線をおおって配設されている、方法。
【請求項１４】
　第一の絶縁材シートと第二の絶縁材シートとの間に複数の心線を配置する段階と、
　第一の絶縁材シートを第二の絶縁材シートに少なくとも部分的に接合する段階と、
を含んでなる方法であって、
　第一及び第二の絶縁材シートはそれぞれ長さ及び幅を有すると共に、長さは幅より大き
く、
　複数の心線は第一及び第二の絶縁材シートの長さに沿って互いに平行に配列され、
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　第一及び第二の絶縁材シートの１以上が熱可塑性樹脂組成物からなり、
　熱可塑性樹脂組成物が、
（ｉ）ポリ（アリーレンエーテル）、
（ｉｉ）ポリオレフィン、及び
（ｉｉｉ）ポリマー相溶化剤
を含む方法で製造される多心ケーブルアセンブリ。
【請求項１５】
ポリオレフィンが連続相又は共連続相であり、ポリ（アリーレンエーテル）が分散相又は
共連続相である、請求項１４記載の多心ケーブルアセンブリ。
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